
第３学年 算数科 学習構想案 

日 時 令和７年１月２４日（金）  

場 所 通級教室 

指導者 教諭 宮本 咲葵 

１ 単元構想 

単元名 分数「分数を使った大きさの表し方を調べよう」（東京書籍 P.４４～５６） 

単元の 

目標 

(1)分数の意味や分数を用いた大きさの表し方を理解し、分数の加法及び減法の計算について理解する

ことができる。                          〔知識及び技能〕 

(2)数学的表現を適切に活用して分数での端数部分の表し方や小数との関係を考えることができる  

〔思考力、判断力、表現力〕 

(3)分数の仕組みを用いて考えた過程を振り返り、今後の生活や学習に活用しようとする。 

〔学びに向かう力、人間性等〕 

単元の 

評価 

規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①端数部分を表す数や大きさを

表す数としての分数やその表

し方を理解している。 

②分数の加減法の計算や
1

10
の位

までの小数と分母が１０の分

数の関係について理解してい

る。 

①基準量を任意に等分した単位

分数の何こ分かを表している

ことに着目している。 

②数の大きさを図に表したり、

計算したりする方法を考察し

ている。 

① 整数で表せない等分してでき

る部分の大きさや端数部分の

大きさを表せるようになるこ

とを振り返り、数理的な処理

のよさ今後の生活や学習に活

用しようとしている。 

単元終了時の児童の姿（単元のゴールの姿・期待される姿） 

分数の意味や表し方を身に付け、数のまとまりに着目しながら計算の仕方を考え、その得られた結果を日常生活と関

連させて見直したり、今後の学習に生かそうとしたりする児童 

単元を通した学習課題（単元の中心的な学習課題） 本単元で働かせる見方・考え方 

整数で表せない数値を分数でどのように表せばよいか考え

よう。 

数のまとまりに着目し、分数で数の大きさを比べたり

計算したりできるかどうか筋道立てて判断すること。 

指導計画と評価計画（１０時間取り扱い 本時８／１０） 

過程 時間 学習活動 
評価の観点等 

★は記録に残す評価の場面で「具体の評価規準」 

一 

１ 

分数の意味に着目し、等分した長さの表し方を

考える。 

★【思①】（ノート・行動） 
○等分することに着目し、１ｍのテープを３等分
した１こ分の長さを分数うで表す方法を考え説明
している。 
【態①】（ノート・行動） 

２ 
単位分数の個数に着目し、分数を用いた長さの

表し方を考える。 

【知①】（ノート・行動） 

３ 
分数を用いた長さの表し方に着目し、分数を用

いたかさの表し方を考える。 

【思①】（ノート・行動） 

４ 
１目盛りの大きさに着目し、分数を数直線に表

す方法を考える。 

【知②】（ノート・行動） 

二 

５ 
単位分数に着目し、１より大きい分数の表し方
を考える。 

【思①】（ノート・行動） 

６ 
もとの大きさに着目し、

３

４
ｍともとの長さの

３

４

の長さの違いを考える。 

【知①】（ノート・行動） 

三 

７ 

０.１や
１

１０
は１を何等分しているのかに着目

し、
１

１０
の位までの小数と分母が１０の分数の

関係について考える。 

★【知②】（ノート・観察） 

○
１

１０
の表す意味や0.1の表す意味に着目して、分

数で表される大きさと小数の関係を考え、説
明している。 

８ 

(本時) 

分数の仕組みに着目し、分数の加法の計算方法
を考える。 

★【思②】（ノート・観察） 
〇単位分数の何こ分かに着目し、整数と同じよう

に分数の加減法の計算ができることを式や図
を用いで考え、説明している。 

９ 
分数の仕組みに着目し、分数の減法の計算方法
を考える。 

【思①】【思②】（ノート・観察） 
 

四 １０ 

日常生活に関わらせた問題で、学習内容の定着
を確認するとともに、本単元の学びを振り返
る。 

★【知①②】（「たしかめよう」の問題） 
○基本的な学習内容を身に付けている。 
★【態①】（ノート） 
○単元を通しての学びを振り返り、今後の生活や
学習に活用しようとしている。 



２ 単元における系統及び児童の実態 

３ 指導に当たっての留意点（「校内研修の取組の視点」等から指導上の留意点等について明記） 

①単元デザインの工夫 

・自分の学習状況等を把握するために、定期的に学習したことを振り返ったり、これからの見通しを

立てたりする場面を設定する。その際、ワークシートを工夫し、単元全体の学びの過程がわかるよ

うにする。 

②学習過程の工夫（導入の工夫・解決活動の工夫・定着の工夫） 

・具体物等を見せながら問題を提示することで、意欲を持たせる。また、見通しの際に、図や数直線

を活用して自分の考えを表記することやシラバスを提示し学習の流れを把握するようにする。 

・学び合いでは、班全員がそれぞれの考え方を出し合いながらホワイトボードにまとめていく。また、

｢つまり｣を使って考察することで、班学びを充実させるともに学習内容の定着を図る。 

  

※「人権が尊重される授業づくりの視点から」等 

○相手意識を持って話したり、聞いたりすることで、一人一人が安心して学ぶことができる雰囲気作

りに心がける。 

学習指導要領における該当箇所(内容，指導事項等) 

小学校学習指導要領第３学年 Ａ（６）分数の意味と表し方 

〔知識及び技能〕（ア）（イ）（ウ） 

〔思考力、判断力、表現力〕（ア） 

教材・題材の価値 

本単元は、分数の構成や大小、小数と分数の関係を理解するとともに、単位分数に着目して簡単な分数の加減の計

算の仕方を考え、計算することができることをねらいとしている。 

本単元における系統 

 

児童の実態（単元の目標につながる学びの実態） 

■本単元を学習するにあたって身に付けておくべき基礎・基本の定着状況 

調査内容（２４人） 十分できる 概ねできる できない 

もとの大きさの２分の１の大きさをとらえることができる。 15 8 1 

図からもとの大きさの何分の１の大きさかを読み取ることができる。 16 5 3 

小数で表されたはしたの量を図に表現できる。 20 3 1 

分数で表された量を図に表現できる。（未習） 11 7 6 

分数の足し算や引き算ができる。（未習） 4 5 15 

■本単元の学習に関する意識の状況 
調査内容（２４人） よく まあまあ あまり ない 

算数の学習は好きである。 10 13 1 0 

友だちと話し合うことが好きである。 1 19 4 0 

自分の考えをもつことができる。 9 11 4 0 

わからないことがあったとき、友だちや先生に聞くことができる。 5 11 7 1 

算数の授業で学習したことを次の学習や日頃の生活で生かすことができている。 4 17 3 0 

■考察 

（資質・能力に関して）
１

２
や

１

３
など簡単な分数については概ね理解しており、何分の１の大きさなのかを答えたり、

小数で表されたはしたの量を、図に表現したりすることができる。一方で、何分の１のような数ではなく
３

４
などの

数については、戸惑いがあり無回答の児童もいた。 

（学びに関して）意識調査の結果から、意欲的に学習に取り組むことができる児童が多い。班での学習を好む児童

が多く、分からないことがあると教え合う姿が見られる。個人差はあるものの全体での発表を苦手に感じる児童が

いるため、小グループでの学び合いの機会を設ける必要がある。 

【第３学年】 

・数の表し方や仕組み（
1

10
の位） 

・「分数」の用語 

・同分母分数の加減計算 

【第２学年】 

・
１

２
、

１

３
、

１

４０
などの簡単な分数 

・「分数」の用語や意味 
・２量の関係の表し方 

【第４学年】 

・「真分数」「仮分数」「帯分

数」の意味と表し方 

・大きさの等しい分数 

・帯分数を含む、同分母分数の

加減計算 

【第３学年】 
・数の表し方や仕組み（小数第
一位）、小数の加減計算 



４ 本時の学習 

（１）目標 分数の表し方と仕組みに着目し、同分母の分数の加法の計算方法を考え説明することができる。 

 

（２）展開  

過程 時間 
学習活動 

（◇予想される児童の発言） 
指導上の留意事項 

（学習活動の目的・意図，内容，方法等） 

導 

入 

10 

分 

１ 前時の振り返りをする。 

２ 問題を読み、気づきを共有する。 

ジュースが２つのペットボトルに
1

5
L

と
2

5
L 入っています。あわせて何 Lに

なりますか。 

◇分かっていることはジュースが
1

5
Ｌと

2

5
Ｌです。 

◇聞かれていることは、あわせて何Ｌになるかで

す。 

◇ジュースの量だから単位はＬです。    

◇｢あわせて｣とあるので、たし算です。 

◇式は
1

5
+

2

5
です。 

３ 見通しを立てる。 

◇数直線が使えます。    

◇リットル図が使えます。 

４ めあてを設定する。  

 

〇ペアや全体で振り返りを行う。 

 

〇問題の挿絵や実物を提示し、
1

5
L、

2

5
L がどのく

らいの量なのかを全員で確認することで、自

力解決の手がかりにできるようにする。 

 

○自力解決の見通しをもつことができるよう

に、分かっていること、聞かれていること、

単位、前時との違い、式を確認する。 
 

〇めあてを書いて全員で読むとともに、まとめ

の書き出しを確認する。 
 

〇班で解き方について話し合い、解く時に大切な

ことを確認する。 

 
 

展 

開 

25 

分 

５ 一人学びを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 班学びを行い、考えを伝え合う。 

◇
1

5
L は

1

5
L が１個分で

2

5
L は

1

5
L が２個分になる。 

◇１＋２＝３になるから答えは
３

５
だと思う。 

７ 全体で考える。 

【学び合い①】 

○似ているところを考える。 

◇分子だけ計算している。 

◇
1

5
をもとにして考えている。 

【学び合い②】 

○分子だけで計算する理由を考える。 

◇
1

5
は

1

5
が 1こ分で、

2

5
は

1

5
が２こ分だから。 

〇図、式、言葉など様々な方法で自分の考えを

表現するように促す。 

 

〇４人班で自分たちの考えをホワイトボードに

書き説明し合う。 

 

〇式、数直線、リットル図などの表現で説明さ

せ、それぞれの考えを関連させる。 

 

〇意見の交流のために全員で各班の意見を見

て、同じところを見つけあう。 

 

 

 

 

<目標に達しない生徒への手立て> 

 

 

 

【到達していない児童への手立て】 

・図を見ながら考えることができるように、リ

ットル図を描いたヒントカードを渡す。 

 

 

終

末 

10

分 

８ 本時をまとめる。 
 

 

 

 

９ 適用問題を解く。 
 

10 本時の振り返りをノートに書く。 

◇今日は分数のたし算の仕方が分かった。 

◇ひき算はどうなるのかな。 

 

 

 

 

○和が整数になる問題を全体で確認する。 

○本時の見方・考え方を活用して解く問題を準

備し、本時の学びの定着を確認する。 

○何が分かったか、できるようになったかだけ

でなく、分からなかったことやもっと知りた

いことも振り返ることができるよう視点を提

示する。 

【めあて】分数のたし算は、どのように計算すればよいだろうか。

か。 

【期待される学びの姿】 

単位分数を根拠に整数と同じように計算が

できることを、式や図を用いて説明をして

いる。 

【具体の評価規準】思② 

〇単位分数の何個分かに着目し、整数と

同じように分数の加法の計算ができる

ことを、式や図を用いて考え説明して

いる。（方法：ノート、発言） 

 

（方法：ノート・発言） 

【まとめ】分数のたし算は、もとにする分数のいくつ分になるかを考えて、

分子だけをたして計算する。 

 

 

 

 

 

 

      １L 
1

5
をもとにして 

１＋２＝３ 

 

 
 

 

 
 

 

 

1

5
は

1

5
が１こ分 

2

5
は

1

5
が２こ分 

合わせて
3

5
 

0    
1

5
     

2

5
     

3

5
   

4

5
     

5

5
   



            
 

 

 

 

数直線に
1

5
と

2

5
の目も

りをならべて書く。目

もりを数えると
3

5
 

つまり 

もとにする分数 

 

【板書計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＩＣＴ活用計画】：教師による教材提示の計画、ＩＣＴを活用した発表，まとめ等による考えの共有の計画等 

デジタル教科書にある問題や練習問題を電子黒板で表示する。 

※その他 課題解決を図る情報収集計画，検証結果やパフォーマンスの記録計画など（シーンに応じて活用計画を立てる） 

【見方・考え方を働かせて解く適用問題等の計画】 

単元の終末では、見方・考え方を働かせて次の学習に取り組む 

単元の終末では、「ゆうチャレンジ単元別評価問題」小学校３年生算数「６ 分数の意味や表し方」の

問題に取り組む。 

 

1/24 分数 

○め分数のたし算は、どのように計算

すればよいだろうか。 

○も ジュースが２つのペットボトルに
1

5
L と

2

5
L 入っています。あわせて何

Lになりますか。 

 式：
１

５
＋

２

５
   

○み ・単位は L  

  ・分数のたし算 

・数直線 ・リットル図 ・言葉 

つまり 

 

○ま 分数のたし算は、もとにする分数

のいくつ分になるかを考えて、

分子だけを計算する。 

◎
3

5
＋

2

5
＝

5

5
(1) 

れ ①
2

4
＋

1

4
＝

3

4
 

  ②
5

7
＋

2

7
＝

7

7
(1) 

 

ふ  わかったこと 

 がんばったこと 

友だちから学んだこと 

もっと知りたいこと 

 
 

 

 

 

 

 

      １L 
1

5
をもとにして１＋２＝３ 

答えは
3

5
  

 

つまり  

分子だけをたす キーワード  

分母  

分子  

もとにする分数 

いくつ分  

もとにする分数 いくつ分 

分子だけ  

 
0    

1

5
     

2

5
     

3

5
   

4

5
     

5

5
   

１ 

   

  

  

  

  

     
１

５
    

２

５
 


